
 
 
 
 
 
株式会社七十七銀行(頭取 小林 英文)は、七十七キャピタル株式会社(社長 今野 晃)と 

ともに組成した「七十七キャピタル第２号投資事業有限責任組合」（以下「本ファンド」
といいます。）から、トリニティ・テクノロジー株式会社(本社 東京都港区、代表取締役 
磨 和寛、以下「対象企業」といいます。)に対する投資を実行しましたので、下記のとおり
お知らせいたします。 
対象企業は、人生100年時代における安心・安全な財産管理・承継インフラの構築を 

目指すベンチャー企業で、民事信託組成コンサルティングや相続手続サポート等の 
サービスを提供しています。信託受託者向け専用アプリによる負担軽減など、利用者の 
利便性を向上させる取組みが評価され、業界トップクラスの組成実績を有しております。 
当行は、2023年3月に対象企業を含む外部専門家と業務提携し、超高齢化社会の進展に

伴う認知症リスクへの対応等、お客様の様々なニーズや課題に対する最適なソリューション
提供に努めております。 
本ファンドは、対象企業の更なるサービス拡大を目的としたファイナンスニーズに応えて

投資を実行したもので、対象企業の事業支援を通じて、地域経済の更なる発展と、持続可能
な社会の実現に向けて、積極的に取り組んでまいります。 

 
 
 

 
記 

１．投資先企業概要 
（１）社   名  トリニティ・テクノロジー株式会社 
（２）本社所在地  東京都港区新橋2-1-1山口ビルディング5階 
（３）代 表 者  代表取締役 磨 和寛 
（４）設   立  2020年10月 
（５）事 業 概 要  民事信託組成コンサルティング 等 
 
２．投資概要 
（１）投 資 手 法  株 式 
（２）投 資 金 額  30百万円 
（３）投資実行日  2023年11月14日 
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「七十七キャピタル第2号投資事業有限責任組合」の投資実行について 
（ トリニティ・テクノロジー株式会社） 
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  もっと、ずっと、地域と共に。 
七十七グループは持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。 

「民事信託」とは 
資産を所有している人（委託者）が、認知症等で判断能力が低下した場合に備え、
信頼できるご家族（受託者）などに、資産の管理を任せられる仕組み 
 



３．民事信託のイメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．対象企業の特長 
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５．「七十七キャピタル第2号投資事業有限責任組合」について 
（１）ファンドの概要 

正 式 名 称 七十七キャピタル第2号投資事業有限責任組合 

設 立 日 2020年10月16日 

規 模 20億円 

出 資 者 
無限責任組合員：七十七キャピタル株式会社 
有限責任組合員：当行 

存 続 期 間 12年間 
（２）イメージ図 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（関連するＳＤＧｓ） 

 
 
 
 
 
 

以 上 
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ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals） 
2015年9月に、国連に加盟する全ての国が全会一致で採択した国際目標であり、

17のゴールと、169のターゲットから構成されています。 
七十七グループは2020年7月に「七十七グループのＳＤＧｓ宣言 ～ もっと、ずっ

と、地域と共に。～」を表明し、ＳＤＧｓに対する取組みを更に強化するため、2021
年10月より「ＳＤＧｓ実践計画」を策定しております。 


